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ブレーキ用摩擦材において、ブレーキ作動時に摩擦界面を起振元として発生する音振（NV；

Noise Vibration）現象は大きな問題である。近年の研究により摩擦材中の微小空隙と NV 現象が関

連することが分かってきた。空隙と NV 現象の関係を解明するための 1 つの手段として、液体金

属を圧入した摩擦材に SR-CTを適用することで摩擦材中の空隙の存在部位を特定することに成功

した。 
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１．背景と研究目的 
乗用車等の多くの輸送機器の主要な制動装置（ブレーキ）として使用されている摩擦ブレーキ材

料は輸送機器の安全性を担う極めて重要な材料である。ブレーキ用摩擦材には要求される諸特性

を満たす為に、多くの原材料(数 10 種類)が配合されている[1]。近年の輸送機器の高性能化・高速

化に伴い、安全性は当然のこと種々のブレーキ性能に対する要求がますます高くなってきており、

特に輸送機器が静粛化していることから、ブレーキ作動時に摩擦界面を起振元として発生する

NV 現象は、快適性に関わるため自動車メーカー・ブレーキメーカーで大きな問題となっている。

また今後、静粛性の高いハイブリッド車や電気自動車の普及で NV 問題はますます重要視されて

くると予想される。通常、NV 問題を改善するためには、配合する材料の種類、大きさ、硬度、

形状等の変更、また配合する材料の割合の変更、製造条件の変更等を試みる事が多い。ところで、

摩擦材は多彩な種類(有機物､無機物､金属､繊維､セラミックス等)の原材料を含有するため、様々

な種類の微小な空隙(数～数 10μm 径)が存在する。近年の研究によって、この微小な空隙と NV
現象が関連あることが分かってきた。従来、この空隙を評価する手法として水銀圧入法を用いて

いたが、空隙の大まかな量と大きさの分布のみしか分からず、空隙と NV 現象の関係を明確化す

るには不十分であった。 
本研究は、空隙と NV 現象の関係を解明するための 1 つの手段として、SR-CT を用いた摩擦材

中の空隙を解析する手法を開発し、空隙部がどの様な材料の周囲に存在しているか、どのような

形状で存在しているか、どのように分布しているかという配合材料と空隙の関係を明確化するこ

とを目的とする。 
 
２．実験 
前回、2007 年 3 月に SPring-8 の BL47XU 実験ハッチ 2 に設置されている高分解能 X 線 CT 装

置を利用して、各種ブレーキ用摩擦材の CT 測定を行った。その結果、摩擦材中に含有されてい

る各種の配合材料の識別が可能な CT 像の測定に初めて成功した[2]。しかし空隙部位を画素値の

閾値を設けて抽出し、正確に空隙率の数値化をすることは困難であることが分かった。そこで、

戸田らが開発したガリウム修飾によるミクロ組織可視化技術[3] [4]を応用して、空隙部位に配合

材料と線吸収係数(LAC；Linear Absorption Coefficient)が離れているガリウム金属を圧入したサンプ

ルを用いることで、摩擦材中の空隙部位を正確に抽出することを試みた。 
図 1 に測定のフローを示す。 
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４．今後の課題 
空隙量を定量的に評価する手法の開発（対象：圧入してない摩擦材） 

・ 位相コントラスト法での測定条件の更なる最適化 

・ 屈折イメージング法の適用 
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